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（１）事業の目的と計画の概要

１

：自）茨城県結城市小田林

至）栃木県河内郡上三川町下蒲生
：16.3㎞・38.5ｍ
：６車線
：55,200～63,600台/日
：昭和47年度～平成25年度
：約415億円

〇交通渋滞の緩和 ○交通事故の削減
〇地域振興の支援

目 的

かわちぐん かみのかわまち しも が もう

〈単位：m〉

計 画 概 要

標準的横断図

・国道４号小山石橋バイパスは、南北方向の幹線道路であり、東西方向の北関東道や幹線道路（国
道５０号）等を結ぶことから、沿道及び周辺では大規模な工業団地が複数立地。

ゆう き し お だ ばやし

一般部

区 間

計画延長・幅員
車 線 数
計 画 交 通 量
事 業 期 間

位置図
古河市

栃木県

１．事業の目的・概要

事 業 費

事
後
評
価
対
象
区
間

新
４
号
国
道

延
長

㎞
80

平面図 至福島

至東京

茨城県

埼玉県

宇都宮
上三川IC

真岡IC

都賀IC
栃木
都賀JCT

宇都宮IC

鹿沼IC

栃木IC

岩舟JCT
佐野田沼IC

足利IC

群馬県

千葉県

佐野藤岡IC

館林IC

羽生IC

加須IC

久喜IC

久喜白岡JCT

白岡菖蒲IC 幸手IC

五霞IC

境古河IC

坂東IC

常総IC

結城市

境町

五霞町

幸手市

杉戸町

春日部市

野木町

小山市

下野市

上三川町

宇都宮市

高根沢町

芳賀町

真岡市

壬生町

鹿沼市

栃木市

佐野市

足利市

板倉町

館林市

明和町

加須市

羽生市

久喜市

宮代町 野田市

坂東市

守谷市

筑西市

常総市

越谷春日部
ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長8.3㎞

春日部古河
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

延長21.5㎞

古河小山
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

延長15.9㎞

石橋宇都宮
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

延長18.7㎞

小山石橋
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

延長16.3㎞



・現道国道４号は、昭和３０年代後半から昭和４０年代にかけて、産業経済の発展、人口の集中など
から、交通量が著しく増加し、各所で交通渋滞、交通事故の増加や沿道環境が悪化。
・新４号国道は、このような背景から、埼玉県春日部市から栃木県宇都宮市を結ぶバイパスとして計画
された総延長約80kmの幹線道路。
・また、圏央道、北関東道と一体となって広域幹線道路網を形成。
・昭和４３年度に起点側である越谷春日部バイパスから事業に着手し、その後、順次事業を進め、新4
号国道総延長約80kmのうち、約71kmについて整備完了。

（１）新４号国道の概要

２

新４号国道 延長約80㎞

石橋宇都宮ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長18.7㎞

小山石橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長16.3㎞

古河小山ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長15.9㎞

春日部古河ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長21.5㎞

越谷春日部ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長8.3㎞

4/4開通
（H13.7）

4/4開通
（H27.3）

4/6開通
（H27.3）

6/6開通
（H28.12）

6/6開通
（H25.4）

6/6開通
（H25.3）

至
福
島

至
東
京

H20.3開通

H20.12開通

H29.2開通

H27.3開通

事後評価対象区間

２．事業の経緯と周辺状況

H27全国道路･街路交通情勢調査
（平日24時間）

38,551台/日 27, 685台/日

26, 805台/日

44, 557台/日

75, 956台/日

59, 630台/日

45, 493台/日

凡例：各年度2車線
4車線

6車線H20 H21 H26

S56 S58 S56 S59

H28 H24 H20 H20 H19 H25

H5
H16 H9 H5 H7 H11 H13

S62 H2 H4

H24 H19 H21 H19 H19

H15
H17

S61 S55

H16 H17 H15 H5 H12

H16

H12 H5 H10 S53 S63 H1

S49 S53 S59

H12 H23

S50

H13

S52

事業中



（２）事業の経緯

３

○昭和44年度 都市計画決定

○昭和47年度 事業着手

○昭和48年度 用地買収着手

○昭和49年度 工事着手

凡例：各年度

○昭和61年度 全線暫定２車線開通

○平成17年度 全線暫定４車線開通

○平成25年度 全線完成６車線開通

田川

上三川町

小山市

結城市

国道４号 小山石橋バイパス 延長16.3㎞

事後価対象区間

至
福
島

至
東
京

H25
3.9km

H19
3.9km

H20
7.2km

H16
1.3km

H16
7.4km

H17
2.7km

H15
2.8km

S55
9.7km

S61
6.6km

下野市

H12
2.1km

H5
1.3km

2車線

4車線

6車線

至 福島

至 東京 撮影：平成25年3月

２．事業の経緯と周辺状況

田川橋

薬師寺第2
跨道橋

薬師寺第１
跨道橋

鉢形第2
跨道橋鉢形第１

跨道橋
上野原
跨道橋

新西仁
連川橋

小田林
跨道橋

結城
跨道橋 坪山

高架橋
下蒲生第１
跨道橋



４

新４号国道 延長約80㎞

石橋宇都宮ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長18.7㎞

小山石橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長16.3㎞

古河小山ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長15.9㎞

春日部古河ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長21.5㎞

越谷春日部ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長8.3㎞

4/4開通
（H13.7）

4/4開通
（H27.3）

4/6開通
（H27.3）

6/6開通
（H28.12）

6/6開通
（H25.4）

6/6開通
（H25.3）

至
福
島

至
東
京

３．事業目的の達成状況

【
現
道
国
道
4
号
】
【
新
4
号
国
道
】

(万台/12h)

大型車

小型車

(万台/12h)

(万台/12h)

(万台/12h)

(万台/12h)

(万台/12h)

(万台/12h)

(万台/12h)

資料：S55,S63,H17,H22,H27
全国道路・街路交通情勢調査

全線６車線開通

全線４車線開通

全線２車線開通S59 H24H12S61 H25H26 H4 H28H17S59 H17

A

A

B

B

C

C

D

D

A-A B-B C-C D-D

・全区間の交通量は増加している傾向。
・国道４号（小山石橋バイパス4.1万台＋現道1.2万台）の利用交通（5.3万台）は、全線暫定２車線開通
前の昭和５５年（1.6万台）と比べて、約３倍。
・バイパスへの転換が促進し、現道国道４号では、交通量が約３割減少（大型車は約８割減少）してい
る。

（１）-１ 交通渋滞の緩和【バイパスへの通過交通の転換】

約３割減少

事後評価対象区間



・６車線化、主要交差点の立体化の推進を図ることにより、交通の円滑化、移動性の向上を促進。
・バイパスの整備に伴い、当該区間の混雑時旅行速度が約２倍に向上。
・また、救急搬送の速達性、走行安定性が向上し、円滑な搬送及び搬送患者への負担が軽減。

（１）-２ 交通渋滞の緩和

国 道 ４ 号 （ 小 山 石 橋 バ イ パ ス 区 間 ） の 交 通 状 況

５

国道４号 小山石橋バイパス 延長16.3㎞
事後評価対象区間

救

消防関係者の声
救急搬送時の停車及び加減速が減少しました。
歩道・横断歩道や交差点が少ないため、歩行者脇、横断歩道や車両間を
走行する際に発生する危険性や隊員のストレスが軽減しました。

ルート選択に小山石橋バイパスが加わることは傷病者にとって大変有益
であります。 出典：小山市消防本部へのヒアリング調査（H29.12実施）

■小山石橋バイパスの交通状況（出井付近）

上三川町

小山市

結城市

至
福
島

下野市

至
東
京

至
福
島

至
東
京

い
で
い
き
た

ご
ぶ
い
ち

自治医科大学附属病院
救命救急センター

（第三次救急医療施設）
小山

３．事業目的の達成状況

田川橋

薬師寺第2
跨道橋

薬師寺第１
跨道橋

鉢形第2
跨道橋鉢形第１

跨道橋

上野原
跨道橋

新西仁
連川橋

小田林
跨道橋

結城
跨道橋

坪山
高架橋

下蒲生第１
跨道橋

出
井
北

五
分
一

■混雑時旅行速度

至福島至福島

至東京

至福島

至東京

至東京

至福島

バイパス
2車線

開通時点

バイパス
4車線

開通時点

バイパス
6車線

開通時点

60

50

40

30

20

10

0

（km/h）

バイパス
全線６車線
開通後(H27)

バイパス
全線４車線

開通時点(H17)

バイパス
全線２車線
開通時点(H9)

バイパス
開通前(S55)

資料）
全国道路・街路
交通情勢調査

56

41

30
24

30 29 26

約２倍向上
（約32km/h）

小山石橋バイパス

現道



・全線２車線開通時点の平成１３年と全線６車線開通後の平成２８年を比べて国道４号（小山石橋バイ
パス＋現道）の交通事故件数は、約７割減少。
・小山石橋バイパスが全線６車線開通後、現道においても交通事故件数が約８割減少するなど、安全
性が向上。

（１）-３ 交通事故の削減

６

国 道 ４ 号 （ 小 山 石 橋 バ イ パ ス ＋ 現 道 ） の 交 通 事 故 発 生 状 況

■交通事故発生件数【小山石橋バイパス+現道】

資料：交通事故データ
ﾊﾞｲﾊﾟｽ全線4車線

開通時点
（H18）

ﾊﾞｲﾊﾟｽ全線6車線
開通後
（H28）

262

83

179

46

30
76

小山石橋バイパス

現道

(件)

撮影：平成30年9月

至福島

至東京

■現道の交通状況（小山市羽川付近）

写真②：バイパス全線６車線開通後

写真①：バイパス全線６車線開通前

撮影：平成18年5月

国道４号 小山石橋バイパス 延長16.3㎞
事後評価対象区間

上三川町

小山市

結城市

至
福
島

下野市

至
東
京

至
福
島

至
東
京

い
で
い
き
た

ご
ぶ
い
ち

小山

至福島

至東京

３．事業目的の達成状況

田川橋

薬師寺第2
跨道橋

薬師寺第１
跨道橋

鉢形第2
跨道橋鉢形第１

跨道橋

上野原
跨道橋

新西仁
連川橋

小田林
跨道橋

結城
跨道橋

坪山
高架橋

下蒲生第１
跨道橋

出
井
北

五
分
一

ﾊﾞｲﾊﾟｽ全線2車線
開通時点
（H13）

287

92

195

約7割減少

約8割減少

小山石橋
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

現道

+ 現道



・新４号国道は圏央道(五霞IC)や北関東自動車道(宇都宮上三川IC)と接続しており、広域地域へのアク
セス性が高いことから、沿線に多くの工業団地が立地。

（１）-４ 新４号国道沿線の工業団地立地状況

７

国 道 ４ 号 沿 線 の 工 業 団 地 立 地 状 況

３．事業目的の達成状況

出典）工業団地等の位置：埼玉県工場適地図（平成29年度版）、茨城圏央道産業コンプレックス基本計画（H25.4）、圏央道沿線ナビホームページ、沿線自治体のホームページをもとに作成。（平成30年10月時点）

至
東
京

至
福
島

栃木県

茨城県

石橋宇都宮ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長18.7㎞
6/6開通（H25.3）

小山石橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長16.3㎞

6/6開通（H25.4）

古河小山ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長15.9㎞

6/6開通（H28.12）

春日部古河ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長21.5㎞

4/6開通
（H27.3）

4/4開通
（H27.3）

工業団地等

宇都宮上三川IC

五霞IC

越谷春日部
ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長8.3㎞

4/4開通（H13.7）

昭和49年 平成25年

出典）国土地理院 ©ＮＴＴ空間情報株式会社

昭和49年 平成25年

出典）国土地理院 ©ＮＴＴ空間情報株式会社

昭和49年 平成25年

出典）国土地理院 ©ＮＴＴ空間情報株式会社

昭和49年 平成25年

出典）国土地理院 ©ＮＴＴ空間情報株式会社

至
福
島

至
東
京

至
福
島

至
東
京

至
福
島

至
東
京

至
福
島

至
東
京

至
福
島

至
東
京

至
福
島

至
東
京

至
福
島

至
東
京

至
東
京

至
福
島

江川

幸主

幸主

江川

古河名崎地区

片田南西部地区

小山第三

下坪山

西坪山

ｲﾝﾀｰﾊﾟｰｸ宇都宮南

瑞穂野

幸手
ひばりヶ丘

柴



・北関東自動車道（宇都宮上三川IC）の整備や、アクセス強化となる当該バイパスの整備等により、輸
送の効率性、安定性が向上することから、バイパス沿線市町に工業団地が整備され企業が進出。
・平成２６年時点における沿線市町の工場・倉庫数は、全線暫定２車線開通前の昭和５６年と比べて、
約２倍に増加しており、伸び率は県全体を上回る。

（１）-５ 地域振興の支援【工業団地整備等による企業進出】

８

国 道 ４ 号 （ 小 山 石 橋 バ イ パ ス ） 沿 線 の 工 業 団 地 立 地 状 況 等

資料：栃木県統計年鑑

■沿線市町の工場・倉庫の推移至福島

至東京

上三川町

(百棟)

※沿線市町：上三川町、下野市、小山市

■工業団地の立地状況

約２倍

工業団地

国
道
４
号
小
山
石
橋
バ
イ
パ
ス

延
長

㎞
16.3

事
後
評
価
対
象
区
間

下野市

小山市

小山

ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ
かみのかわ

石橋第三
工業団地

柴工業団地

小山第三
工業団地

西坪山
工業団地

小山第二
工業団地

小山
工業団地

小山東部
工業団地

小山市梁
工業団地

団 地 名
総面積
（㏊）

分譲
開始
～
完了

立地
企業
数

柴工業団地 20.7㏊
S52～

S57
6社

小山第三工業団地 31.2㏊
S50～
S54

22社

西坪山工業団地 40.8㏊
S50～
S56

6社

下坪山工業団地 13.9ha H6～ 8社

平成２５年

昭和４９年

出典）国土地理院

©ＮＴＴ空間情報株式会社

小山東
工業団地

３．事業目的の達成状況

至福島

至東京

至東京

至福島

柴工業団地

西坪山
工業団地

小山第三
工業団地

小山石橋BP
全線２車線
開通(S61)

小山石橋BP
全線４車線
開通(H17)

小山石橋BP
全線６車線
開通(H25)

下坪山
工業団地

下坪山
工業団地



・現道国道４号及び新４号国道は、「第１次緊急輸送道路」に指定されており、災害時における避難・救
助をはじめ、物資の輸送、諸施設の復旧など広域的な応急対策活動を行う道路として位置づけ。
・東日本大震災では発災後、並行する東北道等の高速道路を緊急交通路(一般車両通行禁止)に指定。
・その間、現道国道４号及び新４号国道は一般車両の通行を担う道路として機能。

（１）-６ 広域幹線道路網の形成【災害時等におけるリダンダンシーの確保】

写真：NEXCO東日本

緊急交通路(北関東自動車道太田桐生ＩＣ)

東北道 白河ＩＣ～宇都宮ＩＣ
一般車両通行禁止期間

Ｈ23.3.11～3.24
（１３日間）

国道４号

新４号国道

至 東京

至 福島

圏央道

資料：栃木県、茨城県ＨＰより作成

国
道
４
号

小
山
石
橋
バ
イ
パ
ス

白河IC

東日本大震災による通行止めの状況

宇都宮ＩＣ～川口ＪＣＴ
一般車両通行禁止期間

Ｈ23.3.11～3.19
（8日間）

新４号国道

至東京

至福島

９

■発災後の交通状況緊急交通路
指定期間

太田桐生ＩＣ料金所

至東北道

宇都宮IC

太田桐生IC

宇都宮上三川IC

３．事業目的の達成状況

北関東道

緊急交通路

緊急交通路指定時
の一般車両ルート
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（２）費用対効果の算定基礎となった要因の変化

参考）2018（平成30）年度時点における費用便益比算定

・分析対象期間 ： 開通後50年間

・総便益（Ｂ） ： 約7,049億円（約13,003億円※5）

・総費用（Ｃ） ： 約1,369億円（約 693億円※5 ）

・費用便益比 ： 5.1

再評価時
（2001（Ｈ13）年度）

事後評価時
（2018（Ｈ30）年度）

変化の要因

事業費 約500億円 約415億円
・沿道の開発状況踏まえて、遮音壁設置
計画の見直し 等

計画交通量 55,000台/日※１ 55,200～63,600台/日※２ ・将来需要交通量、推計ネットワーク等
の見直し

事業期間
1972（昭和47）年度～
2008（平成20）年度

(37箇年)

1972（昭和47）年度～
2013（平成25）年度

(42箇年)

・早期暫定開通を実現するため、交通切
り回し等に時間を要した

道路構造 6車線 6車線 ・変更なし

※5 基準年次における現在価値化前を示す。

※1 平成6年度全国道路・街路交通情勢調査に基づくH32推計交通量
※2 平成22年度全国道路・街路交通情勢調査に基づくH42推計交通量

３．事業目的の達成状況

・分析対象期間 ： 開通後40年間

・総便益（Ｂ） ： 約2,043億円（約5,255億円※3,4）

・総費用（Ｃ） ： 約 203億円（約 300億円※3,4）

・費用便益比 ： 10.0

〔再評価時（H13)〕

※3 基準年次における現在価値化前を示す。

※4 評価基準年次以降に生じる便益および費用により算出。



出典）工業団地等の位置：埼玉県工場適地図（平成29年度版）、茨城圏央道産業コンプレックス基本計画（H25.4）、
圏央道沿線ナビホームページ、沿線自治体のホームページをもとに作成。（平成30年10月時点）

至
東
京

至福島

栃木県

茨城県

石橋宇都宮ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長18.7㎞
6/6開通（H25.3）

小山石橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長16.3㎞

6/6開通（H25.4）

古河小山ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長15.9㎞

6/6開通（H28.12）

春日部古河ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長21.5㎞

4/6開通
（H27.3）

4/4開通
（H27.3）

工業団地等

宇都宮上三川IC

五霞IC

越谷春日部
ﾊﾞｲﾊﾟｽ
延長8.3㎞

4/4開通（H13.7）

・地域から早期開通要望等があり、段階的に暫定整備を進める計画になった。
・バイパス沿線では暫定整備に伴い工場や工業団地の立地が進み、大型車の利用が増加。
・暫定整備によって、バイパス沿線地域の発展に寄与。

（１）暫定整備による企業立地の促進

４．今後の事業へ活かすレッスン
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■沿線市町の新規工場立地敷地面積（５年毎計）および大型車交通量の推移

資料：H2,H6,,H11,H17,H22全国道路・街路交通情勢調査・工場立地動向調査

※沿線市町：宇都宮市、上三川町、下野市、小山市、結城市、古河市、五霞町、幸手市、杉戸町、春日部市

※大型車交通量：春日部古河BP～石橋宇都宮BP区間の加重平均交通量

1,3061,051
614

943

(台/12h)
(千ｍ2)

1,778

約２倍増

4,100

6,400
7,600

9,700
10,700

H2

H6
H11

H17
H22約３倍増

全線４車線
開通(H26)

全線２車線
開通(H4)



・地域から早期開通要望等があり、段階的に暫定整備を進める計画になった。
・整備段階において未買収用地が点在しており、それらを考慮しつつ暫定開通を実現した。
・暫定整備によって企業立地の促進が進む等の効果はあったが、暫定開通していることから交通切り回
し等が必要となり事業期間の延伸が余儀なくされた。
・完成形の形態や交通への影響、事業の全体スケジュール等を考慮し、時間を要しない効率的な暫定
整備計画を立案し事業を進める必要がある。

（２）効率的な暫定整備計画の立案

４．今後の事業へ活かすレッスン
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■施工手順（交通切り回し）

施工箇所

立体部施工箇所

②暫定２車線供用及び
下り線交通を切り回す施工

下り線

上り線

下り線

上り線

③下り線交通をランプへ切り回し
→立体部(高架橋部)を施工

下り線

上り線

④下り線立体部を施工後、上り線２車線を切り廻し
→暫定４車線供用

⑤上り線交通を１車線外側へ切り回し
→立体部(高架橋部)を施工

至
宇
都
宮

下り線

上り線

至
東
京

①整備予定地

下り線

上り線

至
宇
都
宮

至
東
京

整備予定地

用地未買収箇所

至
東
京

至
宇
都
宮

道路計画線

道路計画線

用地買収箇所

至
宇
都
宮

至
東
京

至
宇
都
宮

至
東
京

完成６車線
【完成】立体部を施工
→６車線立体交差完成

上り線

下り線

本線

本線

ランプ

側道

本線

本線

ランプ

側道

至
東
京

至
宇
都
宮



・遮音壁について、現地調査結果や沿道の開発状況を踏まえて、設置計画について見直しを実施し
コスト縮減を図った。
・暫定整備に伴い工場や工業団地の立地が進み地域発展に寄与したが、交通切り回し等で事業期
間の延伸が生じた。暫定整備を行うにあたっては、交通への影響、事業の全体スケジュール等を
考慮し、効率的な暫定整備計画を立案し事業を進める必要がある。
・今後は春日部古河バイパスの整備を促進し、現道国道４号のバイパスとして機能した段階で全区
間を一つの事業単位として評価することを検討する。
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・本事業の実施により、事業目的である交通渋滞の緩和および交通事故の削減、 地域振興の支援
について、様々な整備効果が発現しており、今後の事後評価および改善措置の必要性はないもの
と考えられます。

（１）今後の事後評価の必要性、改善措置の必要性

（２）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

■対応方針（案）

５．まとめ


